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3救 急 病 院 ・救 急 診 療 所 と救 命 救 急 セ ンタ ー
救 急 病 院 ・救 急 診 療 所 は全 国 に4,281施 設(平 成23年
4月1日 現 在)あ ります 。 しか し、 年 々減 少 して いま す。
救 命 救 急 セ ンタ ー は、245施 設(平 成23年12月1日 現
在)あ りま す 。 人 口100万 人 に対 して1ヵ 所 整 備 す る よ
うに 計 画 され て お り、 これ は、 年 々 増 加 して い ます 。
愛 知 県 に お け る救 命 救 急 セ ンタ ー は、 二 次 医 療 圏 に1





4救 急 業 務 実 施 状況
救 急 業 務 は、 全 国1,725市 町 村 の う ち、1,689市 町村 で
実 施 され て い ます(実 施 率97.9%、 人 口 カバ ー率99.9%)。
愛 知 県 は、 実 施 率 、 人 口 カバ ー率 と も に100%で す が、
沖 縄 は それ ぞ れ70.7%、98.6%、 宮 崎 は73.1%、96.9%、
東 京 は85.0%、99.9%な ど 、100%で な い 自治 体 も あ り
ま す(平 成23年4月1日 現 在)。
救 急 出動 件 数 は、 年 々 増 加 して お り、 平 成22年 は546
万7,620件(ヘ リコプ タ ー に よ る出 動3,938件 を 含 む)で
した。 これ を救 急車 に よ る出動 件 数 だ けで 計算 す る と、
全 国 で1日 平 均1万4,969件 、5.8秒 に1回 の 割 合 で救 急
隊 が 出動 し、 国 民26人 に1人 が 救 急 隊 に よ つて搬 送 され
た こ とに な りま す。
一 方
、平 成22年 の救急 車 に よ る搬 送人 員 は、497万8,706
人 で した 。 これ を年 齢 区分 別 にみ る と、 高 齢 者 が51.0%
を 占 め て い ま す。 ま た、 傷 病 の程 度 別 に み る と、軽 症 が
50.4%を 占め て い ます 。
次 に、 救 急 搬 送 の 時 間 を 示 しま す。 救 急 車 の 現場 到 着
時 間(119番 通 報 か ら現 場 に到 着 す る まで に要 した時 間)
は 、5分 ～10分 未 満 が全 出動 件 数 の64.2%、10分 ～20分
未 満 が23.0%で した 。 ま た 、 病 院 収 容 所 用 時 間(119番
通 報 か ら病 院 に 収容 す るま で に要 した 時 間)は 、30分 ～
60分 未 満 が 全 搬 送 人 員 の52.8%、20分 ～30分 未 満 が30.8
%で あ り、0.5%は120分 以 上 で した。 こ れ らの平 均 時 間
を み る と、 現 場 到 着 時 間 は8.1分 、 病 院 収 容 所 要 時 間 は
37.4分 で あ り、 いず れ も年 々 遅 くな って い ます 。
5突 然、目の前で人が倒れたら…
突然、 目の前で人が倒れたら、あるいは、倒れている
人を発見 したら、 どうすればよいので しょうか?













1分 間に100回 以上の速さ、5cm以 上の深さで行います。
胸骨圧迫が終わったら人工呼吸を2回 行い、その後は、
胸骨圧迫30回 と人工呼吸2回 を繰 り返 します。
AEDが 到着 したら、最初に電源を入れます(AEDの
ふたを開けると自動的に電源が入るタイプもあります)。
その後 はAEDの 音声ガイ ドに従ってパ ッドを装着 し、
心電図波形の解析結果を待ちます。除細動が必要な場合
は、音声ガイ ドに従って除細動のボタンを押 し、その後、
直ちに胸骨圧迫30回 と人工呼吸2回 を繰り返 します。除
細動が不要な場合は、直ちに胸骨圧迫30回 と人工呼吸2
回を繰 り返 します。いずれの場合も2分 経過すると、音






平 成22年 に 救 急 搬 送 され た心 肺 機 能 停 止 症 例 は12万
3,095件 で あ り、 心 原 性 は6万8,293件 で した。 この うち、
心 肺 機 能 停 止 の 時点 を一 般 市 民 に よ り 目撃 され た 件 数 は
2万2,463件 で あ り、 そ の1ヶ 月 後 生 存 率 は11.4%、 社
会 復 帰 率 は6.9%で した。
これ を一 般 市 民 に よ る応 急手 当 の有 無 で み る と、 応 急
手 当 が 行 わ れ た場 合 の1ヶ 月生 存 率 は14.0%、 行 わ れ な
か っ た場 合 は8.8%で し た。 ま た 、1ヶ 月 後 の 社 会 復 帰
率 は そ れ ぞ れ9.5%、4.2%で した。
一 般 市 民 に よ る応 急手 当
、 す な わ ち 、 そ の場 に 居 合 わ
せ た人 に よ る心 肺 蘇 生 法実 施 の重 要 性 が わ か りま す。
6お わ りに
救 急 事 態 は、 いつ 、 ど こで発 生 す るか予 測 で き ませ ん。
しか し、 「も し も… 」 の時 に備 えて お く こ とはで き ます 。
普 段 か ら病 気 や けが を予 防 す るよ う注意 す る こ と は もち
ろ ん の こ と、 市 民 一 人 一 人 が地 域 の救 急 医 療 体制 を 理解
して、 適 切 に救 急 医 療 シス テ ム を選 択 ・利 用 す るよ うに
な る こ とを期 待 した い と思 い ま す。 そ して 、 そ れ が 積 み
重 な れ ば、 現 在 の救 急 医 療 の 問題 の一 部 は解 決 に 向 か う
か も しれ ま せ ん。
文 中 お よ び 図 表 の デ ー タ は、 下 記 のHPか ら引 用 しま
した。
平 成23年 版 消 防 白書
http://www.fdma.go.jp/html/hakusho/h23/
h23/index.html
あ い ち救 急 医 療 ガ イ ド
http://www.qq.pref.aichi.jp/ap/qq/men/
pwtpmenult01.aspx
平 成24年 度 名 古 屋 市 立 大 学 市 民 公 開 講 座























2病 気 か な?と 思 った ら
1)ま ず次 の こ とを確 認 して み ま しょ う。
意 識 は?⇒ 声 を か けて み ま しょ う。 意 識 が な
い よ うな ら近 づ い て 、 肩 を 叩 きな
が ら耳 元 で大 きな 声 で 呼 び か けて
み ま す。
脈 は?⇒ 脈 を はか りま しょ う。 脈 が わ か り
に くけれ ば、 胸 に耳 を あ て て 、心
臓 の 鼓動 を 聞 い て み ま しょ う。
呼 吸 は?⇒ どん な 呼 吸 を して い るか 、 胸 や お
腹 の動 きを 見 る とわ か りま す。
熱 は?⇒ 体 温 計 で はか り、 熱 が な い か み て
み ま しょ う。
痛 み は?⇒ 痛 い と ころ はな い か 、 あ るな ら ど
こが どの よ うに 痛 い の か （じん じ
ん 、 キ リキ リ、 さ しこむ よ う、 な
ど)を 聞 い て み て 下 さい 。 痛 い と
い う と こ ろを 見 て 、 何 か な い か 見
て み ま し ょう。




















































4ど の よ う な 時 に 救 急 車
を 呼 ぶ か
消 防 庁 で は ホ ー ム ペ ー ジ
http://www.fdma.go.jp/
で 次 の よ う に 呼 び か け て い
ま す 。
右 記 資 料 は 「消 防 庁 「救








・ベ ル トな どを 緩 め る
・飲 食 物 は与 え な い
・お 腹 を 温 め た り冷 や し
た り しな い
2)吐 き気 が あ る と き
・い つ で も吐 くこ とが で
き るよ うに 、 洗 面 器 な
どを そ ば に 置 い て お く
・吐 い た 後 は水 な どで 口
を ゆ す が せ る
・吐 い た もの は医 師 に 見
せ る
3)息 が 苦 しい と き(呼 吸 困 難)
・本 人 が 最 も楽 な 体 位 ・姿 勢 を と らせ る
・え り元 や ベ ル トな どを 緩 め る



























刺 し傷 ⇒ 深 く刺 さったとき、ガラスなど細かい
もののときは、抜かないで病院へ
鼻血 ⇒ あごを引き、小鼻を上方から下方に向け
て5分 間 くらい押 さえる
やけど ⇒ す ぐに水や氷水で冷やす。 水ぶくれ
はつぶさないように保護する











② 鼻 血 の 止 め 方
あ ごを 引 き、 小 鼻 を 上 方 か ら下
方 に 向 けて5分 間 くらい 押 さえ ま
す 。(図10)
(注 意)・ 上 を 向 くと、 の ど に血 液
が 流 れ て しま うの で 、 下
を 向 くよ うに します 。
・テ ィ ッシ ュな どを む や み
に 押 し込 ま な い よ う に し
ま しょ う。
・鼻 血 が 止 ま った 後 も、 しば ら くは鼻 を か ん だ
り さわ った り しな い よ う に しま し ょう。
・な か な か 出 血 が 止 ま らな い 時 、 何 度 も鼻 血 が
出 る時 は受 診 しま し ょう。
骨 折 ⇒ 折 れ た 骨 の 上 と下 の 関 節 を 含 め て 副 子 に
な る もの を あ て 、 しっか り く くる
【図13】 新 聞、 雑誌 、 ネ ク タ イ、 パ ンテ ィス トッキ ング
な ど を 使 用 した 固 定 の しか た
7お わ りに
誰 も病 気 や けが をす る こ とが な く、 「正 しい応 急 処 置
の方 法 は知 って い る け ど使 う こ とが な い」 とい うの が一
番 い い こ とで す。 しか し、 先 ほ どお話 した よ うに 、 急 病
や け が は、 い つ で も、 ど こで も、 誰 に で も、起 こ りえ ま
す 。 「応 急 処 置 を 知 らな い か らで き な い」 と い うの は 残
念 な こ とで、 知 って お けば災 害 な ど特 殊 な 状 況 の 時 に も
皆 さ ん 自身 だ けで な く、 周 りの 多 くの 人 を 助 け る こ とが
で きま す。 応 急処 置 の方 法 は今 回 ご紹 介 した 以 外 に もま
だ ま だ あ りま す。 ま た、 医 療 は 日進 月歩 で 、 応 急処 置 の
方 法 も どん どん新 し くな って い きま す。 今 日知 った ば か
りの こ と も、 す ぐに古 い や り方 に な って しま う こ とが あ
りま す の で、 今 後 も機 会 が あ れ ば 消 防署 や 日本赤 十字 社
が行 って い る救 急 法講 習 会 を受 け、 常 に正 しい方 法 を知 つ
て頂 け れ ば と願 って お りま す。
【出 典 】
表1、 図1～8は 看護 法 一 野外 活動 に お け る看護 の手
引 一(鳥 田 理 佳,松 田 和 郎 監 修,糺 書 房,2011)、 図9～
13は 赤 十 字 救 急 法 講 習 教 本(第6版,日 本 赤 十 字 社,
2010)か らそ れ ぞ れ 引 用
